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日本プライマリ・ケア連合学会関東甲信越ブロック議員総会 議事録 
 

開 催 日 時 2018 年 11 月 18 日（日） 12:50～13:50 
開 催 場 所 TKPガーデンシティ千葉「C会場シンフォニアⅢ」 

出 席 者 別紙 
欠 席 者 別紙 
議 長 和座一弘 先生 
書 記 アイ・エス・エス (関東甲信越ブロック支部事務局) 

テ ー マ 平成 30 年度第 2 回議員総会 

内    容 
1. 開会 

司会の高柳亮先生より、本日の議員総会の出席者予定者 62 名（12:50 時点、最終

出席者 69 名）、134 通の委任状により合計 196 名となり、規約「第 24 条 議員

総会」の開催の条件の満たしており開催を宣言された。 
 

2. 支部長挨拶 
大西弘高ブロック支部長より開会の挨拶がされ、議員総会への参加と、また日頃

の活動に於いて、都県支部連絡委員の先生方、代議員の先生方のサポートへの謝

辞と 2018 年 4 月に開始された専門医制度の現状と今後の展望が述べられた。 
 
 

3. 議長選出 
和座一弘先生が立候補し、会場の拍手により和座一弘先生が議長に承認された。 
以降の議事は和座一弘長の進行のもと執り行われた。 
 

4. 報告事項 
① 平成 30 年度新専攻医オリエンテーションについて 
2018 年 7 月 7 日開催された「平成 30 年 関東甲信越ブロック新専攻医

オリエンテーション」についてプロジェクトリーダーの喜瀬守人先生か

ら報告が行われた。 
昨年度に引き続き今年で 2 回目の開催であり、参加者は 54 名であること、

うち新専攻医が 28 名であったと報告された。 
当日は、サバイバル企画、ポートフォリオの基礎知識、交流企画で構成

をし盛況であったことと、参加者からの感想や次回の開催時期について

資料に基づき説明された。 
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② 平成 30 年度ブロック地方会について（千葉県支部当日の状況） 
事務局の林直樹先生より現時点で 373 名の参加者であると報告された。 
また開催は、プライマリ・ケア研究会との合同セッションも含めて、地

域や職種との関わりの内容で取り組んできたこと、開催にあたって財政

面の問題、他職種の方の参加促進方法など課題となるべき点があったこ

との説明がされた。 
また大会長の大平善之先生より地方会の参加の御礼が述べられた。 
 
③ その他 
長野支部長より都道府県連絡会議の案内方法の確認と今後の案内方法に

ついて助言があり、事務局から案内方法と助言について対応すると報告

があった。 
 
5. 協議事項 

① ブロック直接補助事業の募集について 
例年、募集している関東甲信越ブロック支部の直接補助活動の説明と締切

を翌年 1 月末で募集すると報告があった。 
 
② 2019 年度予算について 
繰越金が五百数十万、収入は学会本体から助成金、支出は各都県支部の活

動費 15 万、地方会への補助金 110 万であり、2020 年度も引き続き同様で

運営していく方針であることと説明された。 
また補助金が昨年度より 30 万増加した理由はブロック直接補助金野応募

が予算 15 万×3 件、計 45 万の支出予想が０であり、その分の 30 万を地方

会に補てんすることが 2018 年度限定の決定となったことの説明がされた。 
来年度に関しては、また協議が必要であることと併せて説明された。 
2019 年度予算について、長野県支部長より繰越金を都県支部、地方会への

補助金の増額として分配していただきたいとの要望がだされた。地方会の

財政に関して、今回の地方会の事務局の林先生に意見を伺ったところ、運

営にあたっては資金面だけの問題ではなく、どのように運営していくかが

大事であり、内容面も含めて総合的に検討することが必要であると説明さ

れた。また矢吹清人先生よりまだ財政については、不安定な状態が続くた

め、繰越金は維持しておき、地方会で出た財政赤字の補填の依頼があった

際に審議する、そして各都道府県の活動費を今以上に増やして配分するの

はしばらく保留にした方がよいのではないかとの意見も出された。 
この件については、引き続き検討していくこととなった。 



日本プライマリ・ケア連合学会関東甲信越ブロック議員総会議事録 

3 
 

 
③ 2019 年度・2020 年度地方会について 

2019 年度の地方会について茨城県支部の横谷省治先生より、11 月 17
日(日)につくば国際会議場で開催することが報告された。 
また課題となっているのがランチョンセミナーを継続できるのか、で

きなければ資金をどうするのかが大きな問題であり、継続できなけれ

ば会費を高くする必要性が出てくるのではないかとの意見がだされ

た。 
また 2019 年地方会の大会長の今高 國夫先生より地方会の開催につい

て挨拶があった。 
2020 年度の地方会について、長野県支部長の古川善行先生より要請が

あったため、前向きに検討していることが報告された。 
 
    以上を持って、第 2 回の議員総会を終了した 

以上 

 


